


















入 学 し て お り ， 現 在 4年 生 2名 ， 3年 生 3名 ， 2












て ，現 在の新 図書館 の防音 ・空調 設備の整った4









利 用者 と朗読 者の双 方の希 望の時 間（月曜3限と
水曜2限というように）を聞き，担当者が調整する。
利 用 者 1名 あ た り週 2～ 3コマ の 朗読 時 間 が保 障
されているので，20名以上の朗読者の確保が必要























に 立ち たい」と中 し出た4年生もいた （時間の都
合がっかず残念ながらキャンセルとなったが…）。
  図書館員による予約制サービス





































  図書館 が「図書」の 館でなく，あらゆる形態の
「情報 」の集積基地 へと姿を変 えつっある現在，
当館も 例外ではなく ，業務のコ ンピュ一夕処理化
が進行 中だが，視覚 障害学生を 取り巻く学習環境
も一変 しつっある。 筆者が点字 の手習いをしてい
た学生 時代は木と鉄 でできた点 字盤を使って一点
一点打 っていくのが 主流だった が，今やパソコン
という 優れモノの登 場によって ，フロッピーを持
ち歩く だけでレポー ト書きやプ リント類の点訳，
辞書の検索などが可能になった。
  ワープロの取り扱いすら赤ん坊程度の筆者にとっ
ては理 解を超えた世 界だが，現 在在籍している視
覚障害 学生のほとん どが自宅に パソコンを持ち，
フルに 活用している ようである 。大学内でも学生
の要望 により点字ワ ープロ機能 を持っパソコンを
事 務部 局で 購人し ，今年4月に完成し た図書館の
増築部分に対面朗読室とは別に「点字パソコン室」
を設け 公開している が，利用の ない日はないほど
盛況である。
  デ一夕 通信を利用し て必要な情報を得，それを
さらに点訳ソフトを使って点字化したり，電子ブッ
クのよ うな全く別の 形の出版物 を利用したり，新
しい読 書環境へと移 行しつっあ る。より簡単によ
ルスビ ーディに，そ して願わく はより安価に利用
できる日を待ちたい。
  利用者の声とともに
  「だれ もが利用しや すく，また働きやすい」図
書館づ くりをめざし て歩んでき た和光大学の図書
館。10年 前に新築した 建物自体にもその精神は生
きてい る。段差のな い床，エン トランスとトイレ
の自動 ドア，点字付 きの館内触 知図，ロ一カウン
夕一， 広い書架間隔 ，など。エ レベ一夕一は業務
用にも 重宝している 。視覚障害 学生へのサービス
は，対 面朗読サービ スを核とし っつ，カウン夕一
でのき め細かなレフ ァレンスで 補いながら，そし
て利用 者の声に耳を 傾けながら ，今後も進んでい
くことと思う。
    （いしたにえりこ：和光大学附属梅根記念図書館）
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